
は こ だ て 市 議 会 だ よ り

3

○
特
定
建
築
物
耐
震
化
支
援
事
業
費
減

　

・
具
体
的
内
容
に
つ
い
て

議
案
第
29
号　

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

（
市
民
ス
ケ
ー
ト
場
冷
凍
設
備
改
修
工
事
）

　

・
工
事
内
容
お
よ
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て

 

主
な
理
事
者
の
説
明

議
案
第
１
号

○
特
定
建
築
物
耐
震
化
支
援
事
業
費
減

　

こ
の
事
業
の
補
助
対
象
と
な
っ
て
い
る
特
定

建
築
物
は
13
施
設
あ
り
、
耐
震
診
断
お
よ
び

補
強
設
計
は
す
べ
て
の
施
設
で
終
了
し
て
い
る
。

　

ホ
テ
ル
や
店
舗
な
ど
の
建
物
所
有
者
か
ら
、

耐
震
改
修
に
係
る
事
業
予
定
を
聞
き
、
当
初

予
算
と
し
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
継
続
事

業
２
件
を
含
む
耐
震
改
修
工
事
６
件
を
計
上

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
２
件
に
つ

い
て
は
、
工
事
の
手
順
や
各
テ
ナ
ン
ト
と
の

調
整
な
ど
に
時
間
が
か
か
り
来
年
度
以
降
に

改
修
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
ほ
か
、

着
手
時
期
の
ず
れ
込
み
に
よ
り
、
今
年
度
分

の
工
事
の
出
来
高
が
減
と
な
る
も
の
が
１
件
、

令
和
２
年
３
月
に
契
約
・
着
手
と
な
る
も
の

が
１
件
あ
り
、
結
果
と
し
て
、
今
年
度
予
算

を
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
29
号

　

工
事
内
容
と
し
て
は
、
主
に
冷
凍
設
備
の

更
新
、
ス
ピ
ー
ド
リ
ン
ク
と
サ
ブ
リ
ン
ク
の

配
管
お
よ
び
冷
却
パ
ネ
ル
の
更
新
な
ど
の
工

事
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
冷
凍
機
は
、
主
に

エ
ン
ジ
ン
駆
動
方
式
と
電
気
駆
動
方
式
が
あ

り
、
経
済
性
、
周
囲
へ
の
影
響
、
今
後
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
の
比
較
検
討
を
行
い
、
総

合
的
に
判
断
し
た
結
果
、
電
気
駆
動
方
式
を

採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

改
修
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
は
、
通
常
ど
お
り
ス
ケ
ー
ト
場
の
営
業

を
行
い
、
そ
の
間
に
機
器
の
製
作
に
取
り
か

か
り
、
令
和
２
年
度
か
ら
、
既
存
の
機
器
類

の
撤
去
作
業
を
行
い
、
新
た
な
機
器
の
設
置
、

冷
却
配
管
の
敷
設
な
ど
を
行
う
た
め
、
来

シ
ー
ズ
ン
の
ス
ケ
ー
ト
場
の
営
業
は
休
業
と

な
る
。
工
事
は
令
和
３
年
３
月
に
完
了
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
ス
ケ
ー
ト
場
の
営
業

に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
12
月
頃
か
ら
再
開

す
る
予
定
で
あ
る
。

 

委
員
間
の
協
議

議
案
第
１
号

○
特
定
建
築
物
耐
震
化
支
援
事
業
費
減

　

耐
震
改
修
工
事
に
ま
だ
取
り
か
か
れ
て
い

な
い
施
設
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
事
業
者

の
都
合
も
色
々
あ
る
と
は
思
う
が
、
で
き
る

だ
け
早
く
進
め
て
ほ
し
い
。

議
案
第
29
号

　

冷
凍
機
の
能
力
と
し
て
は
、
以
前
と
同
程

度
で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
た
が
、
騒
音
や

コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
改
善
が
見
ら
れ
る
と
の

こ
と
で
あ
り
理
解
し
た
。
更
新
す
る
設
備
の

内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
現
段

階
で
最
良
で
あ
る
と
確
認
で
き
た
の
で
適
正

と
判
断
し
た
。

　

な
ど
の
理
由
で
、
賛
成
。

 

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

議
案
第
11
号　

令
和
元
年
度
函
館
市
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算

　

・
給
与
費
増
の
理
由

議
案
第
33
号　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
（
函
館
市
富
岡
児
童
館
ほ
か

２
児
童
館
）

　

・
新
た
に
富
岡
児
童
館
を
加
え
て
、
３
館

を
指
定
管
理
者
制
度
の
対
象
と
し
た
考

え
方

　

・
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
館
に
お
け
る
運
営
内

容
の
確
認

　 

主
な
理
事
者
の
説
明

　
議
案
第
11
号

　

人
件
費
の
増
は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
い

た
給
与
改
定
で
あ
り
、
収
支
均
衡
を
目
指
す

市
立
函
館
病
院
に
と
っ
て
、
経
営
に
厳
し
い

影
響
を
与
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
職
員
数

の
減
少
等
に
よ
る
人
件
費
の
減
少
が
あ
り
、

大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
人
工
透
析
の
規
模
を
拡
大
し
た
恵

山
病
院
に
つ
い
て
は
、
現
有
ス
タ
ッ
フ
で
対

応
可
能
で
あ
り
、
こ
の
た
び
の
人
件
費
の
補

正
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
現
行

の
ス
タ
ッ
フ
人
数
で
は
足
り
な
い
状
況
と

な
っ
た
場
合
は
、
増
員
を
検
討
し
た
い
。

議
案
第
33
号

　

民
間
事
業
者
の
新
た
な
発
想
に
よ
る
様
々

な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
期
待
し
て
、
平

成
27
年
度
か
ら
５
年
間
、
試
験
的
導
入
を
行

い
、
実
績
を
も
と
に
検
証
し
、
３
館
一
括
し

て
同
一
事
業
者
が
管
理
運
営
す
る
こ
と
で
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
費
節
減
等
の
一

定
の
効
果
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
亀
田
交

流
プ
ラ
ザ
に
機
能
移
転
す
る
美
原
児
童
館
に

代
わ
り
、
富
岡
児
童
館
を
加
え
た
。

　

各
児
童
館
の
運
営
体
制
に
つ
い
て
は
、
館

長
、
副
館
長
、
児
童
厚
生
員
の
計
３
名
の
職

員
配
置
を
基
本
と
し
た
体
制
で
運
営
し
、
利

用
者
や
地
域
住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
運

営
に
努
め
る
ほ
か
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

り
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
、
体
験
型
事
業
を
行
う

等
の
自
主
事
業
の
提
案
が
あ
り
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
事
業
実
施
が
期
待
で
き
る
。

 

委
員
間
の
協
議

議
案
第
11
号

　

人
件
費
は
上
が
っ
て
い
る
が
、
職
員
数
も

民
生
分
科
会

議
案
12
件
を
審
査

減
少
し
て
い
る
た
め
、
市
立
函
館
病
院
に
か

か
る
実
際
の
増
分
は
、
約
89
万
円
で
あ
り
、

経
営
へ
の
影
響
は
少
な
い
。

　

恵
山
病
院
に
つ
い
て
は
、
補
正
の
必
要
は

な
い
と
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
患
者
が
増
え

る
と
看
護
師
の
負
担
も
大
き
く
な
る
た
め
、

患
者
の
推
移
を
見
な
が
ら
、
ス
タ
ッ
フ
の
増

員
も
考
え
る
と
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
良
し

と
し
た
い
。

議
案
第
33
号

　

新
た
に
、
富
岡
児
童
館
を
加
え
た
の
は
、

検
証
結
果
を
基
に
し
た
地
域
性
等
を
考
慮
し

た
も
の
で
あ
り
、
運
営
体
制
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
館
に
お
け
る
人
員
体
制
と

人
件
費
が
明
確
に
わ
か
っ
た
。

議
案
第
21
号　

函
館
市
児
童
館
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

新
た
に
開
設
す
る
大
森
浜
児
童
館
は
、
多

数
の
利
用
者
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
混

雑
時
の
対
応
に
懸
念
は
あ
る
が
、
人
見
児
童

館
の
跡
地
に
つ
い
て
、
子
供
達
の
居
場
所
づ

く
り
と
な
る
よ
う
に
前
向
き
に
検
討
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
た
め
、
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

　

な
ど
の
理
由
で
、
賛
成
。


